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はじめに
　本格的な２００海里時代を迎え、沿岸漁業の重要性が

増すなか、水産業は漁業生産量の減少など厳しい状

況に直面している。このため、水産業の健全な発展

に向け、漁村の総合的な振興や都市・漁村交流など

の取り組みが重要となっている。

　余市河口漁港がある北後志地区においても、水産

資源の減少、磯焼け、担い手の高齢化や後継者不足

など深刻な課題を抱える。しかし、水産業は、古く

はニシン漁で栄えた歴史を持ち、地域経済を支える

重要な産業のひとつである。

　本事業は、この歴史ある水産業の新たな振興方策

の構築と、豊かな自然環境や札幌を中心とした道央

経済圏に隣接する地域特性を活かした親水空間の創

出により、地域の活性化を目指した漁港の建設事業

である。

事業概要
　漁　港　名：余市河口漁港

　事業期間：平成元年度～平成１３年度

　事　業　費：９,３６１百万円

事業の特徴
　余市河口漁港は、水産業を核とする地域の総合的

な整備開発を目指す「北後志地区新マリノベーショ

ン地域基本計画」に基づく施策展開の重要な拠点の

ひとつとして整備した。整備にあたっては、次の基

本方針に沿って取り組んだ。

①未来に向けた水産業振興方策の構築

②北方漁労文化・歴史の保存と伝承

③都市住民とのふれあいの場と機会の創出
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より、海洋性レクリエーションを楽しむ都市住民等

に広く利用されている。

　漁港の一般市民への積極的な開放にあたっては、

漁業活動に支障が生じないよう施設配置や構造を工

夫するとともに、施設のバリアフリー化、自然景観

への配慮、安全対策施設の設置を検討したうえで事

業を実施した。

　完成した余市河口漁港は、つくり育てる漁業の推

進の拠点として、漁業・観光と協調しながら海洋性

レクリエーションの振興による地域の活性化を図る

の拠点として大きな効果が期待されている。
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④快適な生活環境の向上

　新たな漁港では、余市川河口部を利用し

た旧漁港での係留施設や用地の不足が解消

され、漁船とプレジャーボートの棲み分け

も行われ、安全かつ効率的な漁業活動が可

能となった。さらに、過去ニシンの豊漁に

より地域産業を支えてきた水産業の活性化

に向け、新たな事業展開が可能となった。

　また、釣りや自然景観を楽しめる親水防

波堤、緑地広場、フッシャリーナ（プレジ

ャーボート保管施設）など、海とのふれあ

いの場を提供する空間は、地域住民はもと


